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民主県政会にて県外調査

３月２６日から２８日にかけて、所属会

派の民主県政会で県外調査を行いまし

た。東京都荒川区における国家戦略特

区制度を活用した公園内保育所の整備

状況や、静岡県藤枝市におけるＩoＴを

活用した実証実験を通じた産業競争力

の強化や人材育成の取り組みについて

などを調査しました。

５月１５日、広域・国際観光振興対策特別委員会が開かれ質疑を行いました。

まず担当部局から「観光立県ひろしま」の推進や「瀬戸内 海の道構想」の推進等に向けた平

成３０年度の観光振興対策事業について説明がありました。その中で、クルーズ客船の誘致・

受入体制の充実を図る瀬戸内海クルージング促進事業について質問しました。

続いて、観光客の滞在時間延長や周遊促進等につなげていくことで、１人あたりの消費額１１，０００円を増加させ観光消費

額を増やしていく取り組みについて質しました。県からは、１人あたりの消費額を増加させるためには宿泊客数を増やす必要

がありますが、大型客船の乗客は客船に宿泊することから消費額増につながりにくい、との答弁がありました。しかし乗客をリ

ピーターにしていくことで次回以降は旅客機で何度も広島に来てもらえるようにしていく必要があります。現在、来日外国人観

光客は増加しているものの、円安の効果によるものでドル換算での国内観光消費額は下がっているというデータもあり、円の

影響による外国人観光客の変動に左右されにくい観光消費額確保のために、富裕層を中心としたリピーターの囲い込みに向

けた対応を求めました。

http://ameblo.jp/fukuchi-motohiro/
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大型客船寄港数推移

平成２６年度 ： １８回

平成２７年度 ： ３２回

平成２８年度 ： ５１回

平成２９年度 ： ４８回

平成３０年度 ： ６２回予約

（４月現在）広域・国際観光振興対策特別委員会
における質疑の様子

大型クルーズ客船の寄港数は今年度増加予定となっていま

すが、観光消費額についてはどれくらい伸びる見通しなのかを

質しました。広島大学のアンケート調査によると、五日市港に

寄港した乗客１人あたりの消費額は１１，０００円で、客船１隻

あたりの乗客数が約３，０００人であることから、１回あたりの観

光消費額は３，３００万円程度、１４回の増加で４億６千万円の

伸びとのことでした。なお、宇品港についてはデータがなく、今

後さらに調査していくとのことでした。

荒川区の公園内保育所「にじの森保育園」
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昨年の９月定例県議会においてふくち基弘が質問した、骨髄ドナー登録の増加に向けた取組

に関して、このたび助成制度が創設されることとなりました。

「ドナーが検査や入院等で仕事を休業した場合の補償は、一部の地方自治体や企業を除いて

現在行われておらず、ドナーが安心して骨髄等を提供できるような仕組みづくりが求められてい

る。県として、ドナーによる骨髄等の提供に伴う入院、通院、打ち合わせ等のために休業する場

合の助成制度を創設すべきと考えるが、どうか」との質問に対し、「本県としては、骨髄ドナーあ

るいはドナーの勤務先に対する助成を行うことで、ドナーの増加につながる誘導策となりうるの

池間亮弥選手の知事表敬に同席

西区出身のボクシング・ライトフライ級

ユース世界チャンピオン、池間亮弥選

手の湯崎知事表敬訪問に同席しました。

近い将来、広島からのボクシング世界

チャンピオン誕生が期待されます。池間

亮弥選手の応援をよろしくお願いします。

身の回りに危険や不安を感じることや、行政を通じて直してほしいこと等
がありますか？

□ある □ない □その他 （ ）

（あると答えられた方のみ）具体的に問題点やご要望等をお書きください。

ご意見・ご質問などございましたら、ご自由にお書きください。

か、既に助成制度を導入している１３都府県の実施状況について、事業効果も含めて十分に調査分析し、検討してまいり

たい」との答弁でしたが、調査分析・検討の結果、助成制度創設に至ったものです。

制度の概要は、下表のとおりですが、今後県内のどこに住んでいてもドナーが支援を受けられるよう、県内全市町に制

度の導入を促すとともに、提供に伴う休暇取得が可能な職場環境づくりに向けた働きかけも併せて行なうこととしています。

４月８日、広島市立広島みらい創生高等学校の開校式・入学式が行なわれま

した。広島みらい創生高校は、自らの夢にチャレンジしようとする生徒や高校を

退学して再び入学する生徒など、様々な事情・背景を持った生徒が学ぶことの

できる場であり、広島県と広島市が全国で初めて共同設置したものです。当高

校では、自らの進路希望などに応じて学ぶ教科・科目を選ぶことができ、また昼

間の授業、夜間の授業、通信教育の中から自分にあった学習スタイルで学ぶこ

とができます。

内 容 補助率 当初予算額
・骨髄ドナー助成事業を実施する市町への助成
・ドナーが提供した通院又は入院の日数に応じて一定額を助成
１日につき２万円×日数（上限額：１４万円※） １／２ ２８万円
※提供が決まると、７日程度の通院や入院が必要
・有給休暇や企業等のドナー休業補償制度の対象者は除く。

９月定例県議会の様子


